
 

 

 

 

 

 

１ 趣旨 

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第７条の規定に基づき，情報化の進展など図書館に

関する最新のテーマや地域における課題等について研修を行い，図書館における中堅の司書

としての力量を高めることを目的とします。 

 

 ２ 主催 

   文部科学省   宮城県教育委員会 

 

 ３ 主管 

   宮城県図書館 

 

 ４ 期日 

   平成３０年１１月１４日（水）から平成３０年１１月１６日（金）まで 

 

 ５ 会場 

   １１月１４日（水） 

    宮城県自治会館２階「２０５・２０６会議室」 仙台市青葉区上杉一丁目２番３号 

１１月１５日（木）・１６日（金）  

宮城県行政庁舎１階「みやぎ広報室」     仙台市青葉区本町三丁目８番１号 

 

 ６ 対象 

  ⑴ 図書館法第２条に規定する図書館に勤務する司書で，勤務経験が概ね通算３年以上の者

若しくは研修内容に関連する業務に従事している者。 

⑵ 前記と同等の職務を行うと宮城県教育委員会が認めた者。 

 

 ７ 定員 

   ８０名（部分受講者を含める。） 

 

 ８ 受講料 

   無料 

 

 ９ 受講手続 

   別紙「受講申込書」に必要事項を記入の上，ＦＡＸ，郵送または電子メールにてお申し込み

ください。 

  ⑴ 申込期限  平成３０年１０月１９日（金） 

※ 期限前でも定員に達した場合は締め切ります。 

  

平成３０年度 

図書館地区別（北日本）研修 開催要項 



 ⑵ 申込み・問い合わせ先 

   ・ 住所 〒981-3205 仙台市泉区紫山一丁目１－１ 

        宮城県図書館企画管理部企画協力班（担当：伊藤） 

・ 電話 022-377-8443  FAX 022-377-8484 

・ 電子メールアドレス  kikaku@library.pref.miyagi.jp 

 ⑶ その他 

   ・ 研修初日の１１月１４日（水）研修終了後交流会を開催します。参加の方は，受講申込

時にお申込みください。会場は未定です。会費は４，０００円程度を予定しています。 

・ 旅行，宿泊，昼食の斡旋は行いませんので，各自御手配ください。 

 

１０ 修了証書 

研修日程のおおむね５分の４以上を受講し，業務の改善提案・活用方法（研修内容，研修

成果を踏まえた提案等）について，研修終了後２週間以内にレポート(１，２００字程度）

を提出した方に修了証書を授与します。 

 

１１ 研修日程 
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①　基調講演

「図書館行政の最新動向
  ～図書館は教育委員会所管でなく
　　なるのか？～」

⑥　講義

　　「情報技術と図書館」
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⑦　講義・演習

　　　　　　「図書館と公共コミュニケーション
　　　　　　　　～図書館の広報・ＰＲを超えて」
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■ １日目 １１月１４日（水）

■ ２日目 １１月１５日（木）

■ ３日目 １１月１６日（金）

慶應義塾大学名誉教授

糸賀 雅児氏

神戸大学特命准教授 佐々木 和子氏

南相馬市立中央図書館司書

髙橋 将人氏

宮城県図書館主査 太田 朋子氏

中央大学職員

都留文科大学非常勤講師

梅澤 貴典氏

筑波大学教授

呑海 沙織氏

日本女子大学教授

川端 有子氏

首都大学東京教授

栗山 正光氏

アカデミック・リソース・ガイド株式会社

取締役＆リレーションズストラテジスト

鎌倉 幸子氏



１２ 研修概要 

  ○ 開講式 （11/14 11:00～） 

  ○ 文部科学省行政説明 （11/14 11:15～） 

① 基調講演「図書館行政の最新動向 

～図書館は教育委員会所管でなくなるのか？～」 （11/14 12:50～） 

［講師］慶應義塾大学名誉教授 糸賀 雅児氏 

     地方自治体における図書館の所管問題を中心に，まちづくり行政と図書館の関係や文科省

の組織再編における社会教育「後退」の可能性など，図書館行政の動向を現場の司書向けに，

わかりやすく解説する。 

② 講義「災害アーカイブに学ぶ地域情報の収集と活用」 （11/14 15:00～） 

［講師］神戸大学特命准教授      佐々木 和子氏 

南相馬市立中央図書館司書   髙橋 将人氏 

宮城県図書館主査       太田 朋子氏 

     地域に役立つ図書館になるために地域情報を収集し，永く保存し活用する取り組みについ

て，災害アーカイブの事例を通じて学ぶ。 

③ 講義「学校・公共図書館から始めるアクティブ・ラーニング 

～知的好奇心と“生きる力”を育てるために～」  （11/15 10:00～） 

［講師］中央大学職員・都留文科大学非常勤講師 梅澤 貴典氏 

     公共図書館と学校図書館の連携・協力の現状と課題について学ぶ。 

④ 講義「超高齢社会における図書館の役割」 （11/15 13:00～） 

［講師］筑波大学教授 呑海 沙織氏 

     高齢化が急激に進んでいる今日，高齢者の図書館利用者が増加するのに合わせ，それに応じ

たサービスについて考える機会とする。 

⑤ 講義「児童文学とは何かというとてもむずかしい問題」 （11/15 15:10～） 

［講師］日本女子大学教授 川端 有子氏 

     児童文学の特殊性と，その定義の難しさについて考え，児童サービスの向上を図る。 

⑥ 講義「情報技術と図書館」 （11/16 10:00～） 

［講師］首都大学東京教授 栗山 正光氏 

     図書館における情報技術を活用した業務の効率化や新しいサービスの提供，システムの管

理と情報セキュリティなどについて学ぶ。 

⑦ 講義・演習「図書館と公共コミュニケーション 

～図書館の広報・ＰＲを超えて」 （11/16 13:00～） 

［講師］ アカデミック・リソース・ガイド株式会社 

取締役＆リレーションズストラテジスト 鎌倉 幸子氏 

     図書館の社会的役割や社会ニーズへの対応等，公共コミュニケーションを通じてステーク

ホルダー（利害関係者）に伝え，参画や協働を促す施策について学ぶ。 

 ○ 閉講式 （11/16 16:30～） 

 



 

宮城県自治会館・宮城県行政庁舎案内図 

 

 

■ ＪＲ仙台駅からのアクセス 

• 徒歩        仙台駅西口 約 2 キロメートル 約 20 分 

• バス        仙台駅前 約 5～１０分→県庁市役所前下車→徒歩約 3 分 

• 仙台市地下鉄南北線 仙台駅 泉中央行 約 4 分→勾当台公園駅（北 2 番出口，上りエス 

カレーターのみ配備）→徒歩約 3 分 

■ 車でお越しの際は，県庁県民駐車場（有料）または周辺の有料駐車場をご利用ください。 
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